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は じめに
本報告で扱 った調査 地域 は,福井県越前市 と南条郡南越前 町にまたが る日野山(794.3m)の周辺 と,
その北側 に位 置する越 前市村 国山(238.9m)を含 めた地域 であ る(図1).本 地域全域 を包含 した福
井県全体の地質図 には,15万分の1福 井 県地 質図(福 井県,1969),5万分 の1土 地分類基本調査 「鯖江 ・
梅浦」(福井県,1984),そして福井県 地質 図2010年版(福 井県,2010)が公刊 されてい る.そ のほか,
本地域 を含 んだ地質図が掲載 されている公刊物 には以下 の報告書があ る.そ れ までは地質デー タの少
なかった南 条 山地北域 の中生 界の岩相 分布 を明 らかに した もの(服 部 ・吉村,1979),南条 山地北縁
に分布す る東俣層 を"東 俣 コンプ レックス"と してその分布 や岩相 を記 載 した報告(Nakae,2012),
そ して最近 では,越 前市東南部～池田町南西 部の地質 を詳細 に再検討 した報告(服 部,2012)などが
ある.そ して,美 濃帯南条山地北縁 に沿って分布す る超丹波帯相当層 一束俣 層 よ り産 した放散虫化石
に関 しては,梅 田ら(1996),梅田(1996)が報告 している.
これ ら従来の調査資料 をまとめ ると,本 調査地域 には,古 い時代の地質体か ら若い時代 の地質体 の
順 に,超 丹波帯(二 畳紀の堆積 岩),美濃帯 中生層(ジ ュラ紀 の堆積岩),古 期花歯岩(ジ ュラ紀 の花
崩岩類),足 羽層(白 亜紀後期 の堆積 岩),白 亜紀流紋岩(白 亜紀後期 ～古第三紀),新 期花 嵩岩(白
亜紀 末期 の花 歯岩 類),そ して第 四紀 の河川
性堆積物(段 丘堆積 物,お よび扇状地 ・崖錐
図1:調 査地域 の位 置.
本報告で地質を記載した地域は,福井県越前市西部に位
置し,約36k㎡の範囲である.
堆積 物 と平野堆積物)が 分布す る.
しか しなが ら,報 告書 に よ って花ICJ岩類
の 帰属 につ い て解釈 が 異 な って い た り,南
越 前 町牧谷 川 の右 岸 地域 にお け る美 濃 帯 中
生 層 お よび超 丹波 帯 の分 布状 況 が不 明確 で
あ った りと,検 討 を要す る課題 も残 されてい
る.加 えて,本 地域 の西側の,吉 野瀬川 に沿
う東西方 向の地質断層一 吉野瀬川 断層(福 井
県,1969;梅田,2014)が日野 川 以東 で は,
どの ような影響 を与 えてい るか否か を推測す
るデー タも得 られ る可能性が ある.以 上 の よ
うな問題点 の解決 を目的 に詳 しい野外調査 を
行 った.
なお,研 究が進展 す る中で各 々の地質 図や
報告書 に使 われてい る地質体の解釈や呼称 は
(キー ワー ド:日 野 山,村 国山,吉 野瀬川断層,超 丹波帯東俣 層,地 域 地質)
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これまで一定で はなか った.本 報告 では,地 質体 の解釈 や区分名 を も含め,基 本的 に最 も新 しい福井
県(2010)にならって説明す る.ま た,岩 石 の識別 は,ま ず野外 にて肉眼鑑定 し,い くつかは実体顕
微鏡下で破断面 を観 察 した.
1.全 体 的 地 質 分 布 と層 序
野外調査 の範囲 は,南 限が牧谷川(南 越前 町牧谷 集落東方か ら西 に向か って流れ る),北 限が越前
市村 国山北端,東 限が越前市萱谷町 と南越前 町牧谷 を結 ぶ線 そ して西 限が 日野川 に囲 まれた,東 西
約4.5km×南北約8kmの,お お よそ36k㎡とした(図2).調 査範 囲内の最高所 は,標 高794.5mの日
野 山であ る.す で に公刊 されてい る地質 図(福 井県,1969;1984;2010)などに よ り,本 地域 には,
超丹波帯(二 畳紀堆積岩,「東俣層」 とよばれ る),美濃帯南条 山地中生層(ジ ュラ紀堆積岩,「南 条
山地春 日野相」 とよばれる),古期花 嵩岩(ジ ュラ紀の花 嵩岩類 一 部は 「船津花嵩岩」 とよばれる),
足羽層(白 亜紀後期の堆積岩),白亜紀流紋岩(白 亜紀後期 ～古 第三紀,「面谷流紋岩類」「濃飛流紋 岩類」
とよばれる),新期花歯岩(白 亜 紀末期 の花 歯岩類),そ して第 四紀 の河川性堆積物(段 丘堆積物 お よ
び扇状地 ・崖錐堆積物 と平野堆積物)が 分布す ることが判 明 している.
ここで今 回作成 した地質図(図2)を 概観す る と,本 調査地域 内で最 も広 く分布す るのは,日 野 山
を中心 に分布 す る白亜紀流紋岩(以 下,「濃飛流 紋岩類」 と記述す る)で あ る.そ して,貫 入 時期 の
異 なる2種 類 の花嵩岩類が調査域北 部に分布す る.そ れ らは村 国山に主 に分布す る古期花 嵩岩 と,日
野 山北側 山麓 を中心 に分布す る新期花 崩岩 である.村 国山で は,古 期花嵩岩 を覆って濃飛流紋岩類が
高所,あ るい は山塊の南部 に分布 し,日 野 山北側 山麓では,新 期花wlCJ岩を覆 って,そ の南 側 に濃飛流
紋岩類が広 く分布す る.
上記 の貫入時期の異 なる花嵩岩類 の放射年代 につ いて触 れてお く.古 期花崩岩の放射年代 としては
村 国山産の試料 で測定 された カリ長石 のK-Ar年代値 が178±5Ma(柴 田 ・内海,1992)と,ジル
コ ンの フィ ッシ ョン ・トラ ック年代値 として154.8±7Ma(中島 ら,1988)などが得 られお り,こ
の花 歯岩 はジュラ紀 中頃 に貫入 した もの と解釈 で きる.一 方,新 期花ICJ岩の放射年代値 は,福 井県丹
生 山地 に広 く分布 す る花 嵩岩 を用 いたRb-Sr放射 年代 として69.2±7.9Ma(中島 ら,1990)の測 定
値が報告 され てお り,白 亜紀末期 に貫入 した花 嵩岩類 である と解釈 されてい る.こ れ らの測定値 は地
質学 的知見 と矛盾 しない.
一方,堆 積岩層 は調査地域 の南部 と東部 に分布す る.南 部 の南越前町鋳物師～牧谷 に分布 する堆積
岩層 は美濃帯南条 山地 中生層 であ り,砂 岩,泥 岩,砂 岩 ・泥岩互層,チ ャー ト,緑 色岩類か らなる.
堆積岩層 の走 向は概 ねNW-SE方向で,大 部分が北 に傾斜 してい る.同 様 の堆積岩相 は南条 山地 に広
く分布 してお り,よ く研 究 されてい る(服 部 ・吉村,1979;1982など).それ らに よれば,鋳 物 師～
牧谷 に分布す る中生層 は,服 部 ・吉村(1982)が,南条 山地春 日野相 とした ものであ る.春 日野相 は
頁岩 を主体 とした混在岩相であ り,大 小様 々な異地性 の緑色岩,チ ャー ト,石灰 岩 を含む ことが特徴
である.本 地域で も,構 成岩の うち少な くともチ ャー トと緑色岩 は異地性岩体であ ろう.図2の 地質
図においては,緑 色岩 を含む地層は美濃帯南条 山地 中生層 のメンバ ー として区分 した.こ の南条 山地
中生層 の北側(構 造的上位)に は超丹波帯東俣層 が分布す る.す なわち,南 越前町鋳 物師～牧谷 に分
布す る南条 山地 中生層 は,美 濃 帯の北縁部 に当たる.こ の地域で は超丹波帯相 当層は従 来か ら東俣層
とよばれ,主 に砂岩,頁 岩,砂 岩 ・頁岩互層か らなる(福 井県,1969,中屋 ・斉藤,1986).そして,
超丹波帯(東 俣 層)の さらに北側 には足羽層 の礫岩 ・砂岩 な ど粗粒堆積岩層が分布す る.超 丹波帯 と
足羽層 との境界付 近は,日 野 山か ら東方 に延び る尾根 に分布す る濃飛流紋岩 に覆われる.
ところで超丹波帯 とは,も ともとは丹波帯 の北西側 に細長 く分布す る砂 岩 と頁岩 を主体 とした地帯
に付 け られた名称で(Caridroit,etal.,1985),超丹波帯 は丹波帯 に構造的 に乗 り上 げてい る,す なわ
ち衝上 断層 関係 である と解釈 されている(lshiga,1986).美濃帯南条 山地 中生層 とその上位 の超丹波
帯東俣層 との関係が,丹 波帯 と超丹 波帯 との関係 と同様 であれ ば,後 者が前者 に乗 り上 げている衝上
断層 関係 である と解釈可能であ る.し か し,今 回の野外調査 におい ては,牧 谷集落北 の林 道沿 の露頭
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図2:日 野 山 ・村 国 山地 域 の 地 質 図.
凡例は,主 と して福井県(2010)の地質図の凡例 を参考 に した.ま た,段 丘堆積物,
県(2010)を踏襲 した.
平野堆積物の分布は,福井
23
梅田美由紀
にお いて,両 者の境界付 近で層状 の珪 質頁岩層 とチ ャー ト層 中に軽微 な断層が見 られたが,美 濃帯南
条 山地 中生層 と超丹波帯東俣層 との衝上断層関係 を特 定で きる証拠 は得 られ なか った.
地質 図(図2)で は,緑 色 岩類 を含む範囲 を美濃帯南条 山地 中生層分布域 に,そ して砂岩優勢 の範
囲を超丹波帯 と区分 して塗色 した.こ れ らの堆積岩層 の傾斜 は,図2に 示 したように,ほ とん ど北傾
斜 である.走 向はNW50～60°SE方向で概 ね一定であ る.し か し,美 濃帯南条 山地 中生層 と超丹波
帯 の堆積 層の傾斜角度 が40～80°で あるのに対 し,足 羽層の砂岩 ・頁岩互層 の傾斜 角度 は20～60°
であ り,比 較 的緩いのが特徴であ る.そ して,そ れ ら3つ の堆積岩層 は,す べて濃飛流紋岩類 に被 覆
されてい る.
そのほか足羽層が濃飛流紋岩類分布域 内にい くつ か描 かれている.こ れ は,濃 飛流 紋岩類 が広 く分
布す る範 囲内であって も,実 際野外 では,し ば しば粗粒堆積岩層が 出現す る.そ れ は,チ ャー トの小
礫 をまば らに含 む粗粒 な砂 岩であ る.こ れ らの うち比較 的連続 して分布す る場 合には足 羽層 として区
分 して示 した ものであ る.非 常 にスポ ッ ト的に出現 した場合や,凝 灰 岩層 と堆積 岩層 とが狭 い範 囲で
互層す る場合 には濃飛流紋岩 に区分 した.ま た,今 回の調査で,村 国山南部の一部で濃飛流紋 岩類 の
直下,古 期花 嵩岩 との問 に薄い礫岩層が挟 まれ ることが確 認で きた.こ の礫岩層 は,チ ャー トの角礫,
正珪岩 の円礫 を多数含み,い わゆ る足 羽層 の礫岩 に非常 に類似す るので,こ れ については足羽層 とし
て区分 ・塗色 した.
2.各 岩石の特徴
2.1超 丹波帯(東 俣層)
本地質帯 は調査地域内の南東部 に分布 する.全 体 的には砂岩優勢 の堆積 岩層であ るが,構 造 的下位
では頁岩が優 勢で ある.本 堆積岩 層 は,調 査域 の東方 に分布 す る東俣層(中 屋 ・斉藤1986,梅 田
ら,1996,服部,2012,Nakae,2012)から連続 してい る.梅 田 ら(1996)は,日野 山南斜面 におい
て,そ こに分布す る凝灰 質珪質頁岩か ら超丹波帯 に特徴 的な種類の二畳紀後期 の放散 虫化石 を得 てい
るので,本 調査地域内の超 丹波帯の堆積岩 の時代 も二畳紀後期であ る と考 えられる.砂 岩 は一般 に細
粒 ～中粒 で,層 厚 が5cm前後で薄 い頁 岩層 を挟 んで リズ ミカルな互 層 をなす.大 部分 は黒色 である
が,と ころによって は,灰 緑 色や灰 青色 を帯 びた部分が ある.細 粒層 は黒色珪質頁岩 とよべ る部分 も
ある.ま た野外で は,砂 岩の風 化面 に白色 の斜長石 が散在 していた り,ま た網 目状の脈が発達 し,と
きにその脈 を充填す る鉱物が溶蝕 している現象 が しば しば見 られ る.一 方,頁 岩は一般 に黒色 である
が,灰黒色,風化面で は淡茶色味 を帯 びた り黄土色 を呈す ることもある.千 枚岩状の舅開が発達 し(図
3-1),レンズ状砂岩層(層 厚が2～5cm,長 さが30～50cm)を しば しば挟 む(図3-2).頁岩優勢相
は南越前町牧谷西の林 道沿 いで観察 で きる.ここで は,ところ どころで凝灰質 で粗粒 な基質中 にチ ャー
トの小角礫(0.5～2cm)を含 む礫岩層 を挟 む.砂 岩層,頁 岩層 の傾斜 は一般 に60～80°,ときに直
立 して,急 傾斜 であ る.
2.2美 濃帯(南 条 山地 中生層)
本地質帯 は調査地域内で は,日 野山南側 山麓部 の南越前 町鋳物 師～牧谷 に分布す る.こ こでは,砂
岩,泥 岩,チ ャー ト,緑 色岩か らな り,全 体 の走向はNW-SE方 向で,50～70°北 に傾斜 す る.調 査
地域 の西部(構 造的下位)で は主 と して砂 岩優勢 の砂岩 ・泥岩互層が,そ して東部(構 造的上位)で
は泥岩優勢 の砂岩 ・泥岩互層が発達する.砂 岩勝 ち砂岩 ・泥岩互層 は南越前町鋳物師の林 道沿いに連
続 して露 出す る.こ こでは走 向がN40～70°W,北 に50～70°傾斜 している.砂 岩 は灰 黒色で中粒,
単層 の厚 さは4～20cm,厚 い ところで は20～30cmに達する.泥 岩 薄層 を挟 んで リズ ミカルな互層
をなす.い わゆるグレイワ ッケ に分 類 されるが,一 部珪 質でやや緑がか った部分 もあ る.風 化 面は茶
～ 白色 を呈す る.泥 岩 は黒色で,チ ャー トや緑色岩 を含 む.チ ャー トの分布 は少量であ り,そ の色 は
白色～灰色で,連 続性 に乏 しく,レ ンズ状岩体だ と思 われる.
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また,牧 谷の北 を通 る林道沿い には緑色岩類が連続 して露 出す る.明 瞭 な枕状 溶岩の形状 を呈 する
(図3-3).個々の枕 は,大 きい ものでは厚 さが50cmに達 し,押 しつぶ された ような形態 を示 し,北 に
傾斜す る.緑 色岩は,露頭 では暗緑色,時には紫色 を呈 し,杏仁状組織(径 は,約2mm)が発達す る(図
3-4).泥岩 の走 向 と調和 的で,NW-SE方 向 に断続 的に追跡す るこ とが で きるが,こ れ ら もや は りレ
ンズ状岩体であ ろう.
服部 ・吉村(1982)は,美濃帯南 条山地の中生層 を岩相 とそ こか ら産す る放散虫化石群集 に基づ き,
春 日野相,今 庄相,高 倉相 の三つ に区分 した.そ して春 日野相 は混在岩相,今 庄相 と高倉相 は整 然相
である とした.泥 岩層中に異 地性 の緑色岩体 を含む地層 は,混在 岩相 で従来春 日野相 に区分 して きた.
今 回,こ れ らの緑色岩の出現 によ り,南 越前 町鋳物 師～牧谷 に分布す る砂岩 ・泥岩層は南 条山地中生
層春 日野相 に相当する と言 える.な お,春 日野相 の泥岩か らは ジュ ラ紀最前期 の放散虫化石が産出 し,
この時代が堆積 時代 と考え られている(服 部 ・吉村,1982;服部,1989).
2.3古 期花W岩
調査地域 内で は越前市村国山お よびその東側 に位置す る山塊の基盤岩 と して分布す る.村 国山では
古期花 嵩岩 は山頂 に続 く車道沿い に広 く露出す る.そ こで見 られ る花嵩岩 は全体 的には優 白色 で完 晶
質 ・粗粒で ある.風 化面で は焦げ茶色 を呈 する.ご く弱 い片麻構造が発達す る部分があ る.有 色 鉱物
は黒雲母や角閃石であ り,黒 雲母角閃石花 崩岩 とよべ る.黒 雲母 は六角形の結晶形が顕著であ る.石
英 は灰色で隙 間を埋め る.白 色の斜 長石 の結 晶が 目立つが,桃 色 を呈す るカリ長石 もしば しば含 まれ
る.そ のほか,細 粒で優 黒色の細粒 の閃緑岩 とよべ る岩石 も分布す る.こ の岩石 は特 に山頂付 近の流
紋岩 との境界部 に しば しば分布す る.こ れは通常 の黒雲母角閃石花崩岩 と脈状 に交わ るので,古 期花
嵩岩 に含めて区分 した.こ の細粒 の閃緑岩 に含 まれる黒色鉱物 は角閃石や黒雲母である.
村 国山に分布 する花 嵩岩 の試料 を用いて,す で に放射年代 が公表 されてい る.そ れ らはK-Ar年代
値が178±5Ma(柴 田・内海,1992)と,ジルコ ンの フィッシ ョン・トラ ック年代値が154.8±7Ma(中
島 ら,1988)であ る.ま た,岩 相,地 質構造 的な検討 か らも従来 よ り古期花嵩岩 に属す ると判断 され
ている(福 井県,1969;2010).今回の調査 におい て もその地質学的 ・岩石学 的特徴 か ら古期花 歯岩
と判断 して 区分 した.
村 国山で は,古 期花嵩岩 は濃飛 流紋 岩類 に被 覆 されるが,今 回の野外調査で は特 に両者の境 界 を詳
しく検証 した.そ の結果,両 者の境 界の分布 は不規則 であ り,し か も,足 羽層 に類似 した層厚 の薄い
礫岩層が古期花崩岩 と濃飛流 紋岩 とに挟 まれて,そ の境界 に沿 って分布 してい ることが分 かった.ま
た境 界部が現れた露頭(図3-5)で も明瞭な断層は確 認で きないので,濃 飛流 紋岩類 とは多分不整合
関係で あろう と推 測 した.
2.4足 羽層
足羽層は濃飛流紋岩の下位 に分布する粗粒砕屑岩層である.その特徴 はチャー トの亜円礫～角礫を
多数含むことである.調査地域の東部で比較的厚い足羽層の礫岩層が分布する.こ こでは,全体的に
は礫岩層 と粗粒の砂岩層からなり,両者は互層をなしている.し かし,単層の厚 さが20cm程の砂岩
が薄い黒色泥岩を挟んで厚 く堆積する部分や,主 として黒色泥岩 と砂岩が分布するが,そ の中に一部
層状珪質泥岩層を挟む露頭 もある.足羽層では,砂岩は一般にあまり変形 しておらず,赤 味を帯びた
部分や,わずかに深緑がかった部分がある.堆積層の傾斜は30°前後である.越前市荒谷町南方の林
道では,黒色泥岩,珪質層状泥岩,砂岩が層状 に繰 り返す堆積層が,濃飛流紋岩を伴って露出している.
上記のようなチャー ト亜円礫 を多数含むタイプの他に,濃飛流紋岩類の分布域内のところどころに
粗粒な堆積層をはさむ,5mm程のチャー トや珪質頁岩の亜円礫を含む,極粗粒 な堆積層である礫岩層
を連続 して表現で きるほどに分布する場合には,そ の部分を地質図で足羽層に塗色 した.し かし,濃
飛流紋岩類 として塗 られた部分であっても,基質は凝灰岩質で粗粒 な堆積物を挟む部分がしばしば存
在する.連続性が確認できないような場合は濃飛流紋岩類に塗色 した.
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また,今 回の調査で村 国山の中腹 に も足羽層 の礫岩 に類似 した特徴 を もつ礫 岩層が分布 する ことを
を確認 した.こ の礫 岩層 は層厚 が約lm,濃 飛流紋岩類 の下位 に沿 って断続的 に分布 する(図3-6).
この礫岩層 は,灰 色チ ャー ト,チ ャー ト,赤 色 チ ャー トの角礫～亜角礫,円 磨 された正珪 岩礫 を多数
含 む.チ ャー ト礫 の大 きさは2～20cm.そ して,濃 飛流紋岩類の火 山礫凝灰岩 が上位 に重 なる.
2.5白 亜紀流紋岩(濃 飛流紋岩類)
濃飛流紋岩類 は,白 亜紀末期 に噴出 し,中 部 地方 に広 く分布す る流紋岩,流 紋岩質凝灰 岩,溶 結凝
灰岩 お よび石英斑岩 の総称 で(山 田 ほか,2005),福井県内 では,面 谷流紋 岩類 と も呼 ばれ,そ の模
式地 は大 野市面谷川 である(河 合,1956).活動 年代 は,石 英斑岩 の フィッシ ョン ・トラ ック年代 と
して67.3±1.3Ma(中島 ・岩野,1987),溶結凝灰 岩の角 閃石K-Ar年代 と して68.1±1.1Maが得
られてい る(小 井土 ほか,1995).調査地域 内では 日野山 を中心 に広 く分布 し,北 側 で は新期花 嵩岩
類 と接 し,南 側お よび東側で は,美 濃帯南 条山地中生層 や超丹波帯東俣 層,お よび足 羽層の堆積岩類
を被覆す る.大 部分が淡茶色 を呈す る火山礫凝灰岩,溶 結凝灰岩,あ るい は黒色で雑 多な火 山礫 を含
む火 山礫凝灰岩,そ して青緑色 や灰 黒色 を呈す る珪 質層状凝灰岩であ る.一 般 に肉眼で確認 で きる大
きさの透 明の石英粒 子 を含む.風 化 する と全体 に赤茶色 を呈す る.調 査地域内では,層 理 面が明瞭な
層状珪質凝灰 岩 もあち らこち らに分布す る.こ の凝灰 岩層 は,単 層の厚 さが一般 に5cm程度で,粗 い
凝灰質砂岩層 と互層 をなす場合 もある.こ の珪 質凝灰岩 は野外で は灰 色 を呈す る場合 には結 晶質の石
灰岩 に見 え,ま たやや青緑 ～灰色 がかっている場合 には層状チ ャー トあ るい は超丹波帯東俣層 の砂岩
に も見 える.し か し,最 も広 く分布 する濃飛流紋岩 の火 山礫凝灰 岩 とは漸移関係である と野外観察 か
らは推測 で きるので,珪 化 した凝灰 岩である と判 断 した.通 常 は白亜紀流紋岩(濃 飛流紋 岩類)分 布
域 に含 めて描いたが,特 に越前市萱谷 の林 道沿いで は,凝 灰質 な堆積 岩類 が連続 して分布す るので,
図2の 地質図で は濃飛流紋岩類 の層状珪質凝灰 岩 として区分 し,別 の色で示 した.
前述 した淡茶色の火山礫 凝灰 岩 に組織 は似 るが,基 質が暗赤紫色 の火 山礫 凝灰 岩,一 部は溶結凝灰
岩 も観 察 された.日 野 山の600mよ り高所 では,暗 赤紫色溶結凝灰 岩が しば しば分 布す る.斜 長石
(<0.5mm)の結 晶が散在 し,微 小 な石 英結晶 も少量含 まれ る.し か し,今 回の調査 域内 では,分 布
は比較 的限 られてい たので,地 質図では区分 しなかった.淡 茶色 を呈す る火山礫凝灰 岩 とは漸移 関係
である.
そのほか,凝灰 質礫 岩,砂 岩や黒色泥岩 を ところどころで挟 む.凝 灰岩 は透明 な石英結晶や,チ ャー
ト(<4cm),砂岩 な どの礫 を含 む.足 羽層 の岩相 に似 るので,同 層 と解釈す るこ ともで きるが,そ
の出現 がスポ ッ ト的 な場合 には濃飛流 紋岩 に含め た.本 流紋岩類 に は,他 に も石英 の大 きな斑 晶(1
～2mm)が 目立つ石英斑岩,径5～10mmの 同心 円状 の球穎組織のある球 穎流紋岩類が見 られ る.
村 国山の濃飛流紋岩 は,山 頂付 近 と南部 に分布す る.大 部分が透明の石英の粒 子 を含む火山礫凝灰
岩 である.石 英 の結 晶の大 きさは0.5～2mmであ る.灰 黒色 の火 山礫凝灰 岩 も多少含 む,こ れは雑多
な火 山礫 を含み,一 部に溶結部 も分布す る.
2.6新 期花W岩 類
新期花 崩岩類 は,調 査 地域 内では 日野 山の北側,主 に越前市小野谷 町 荒谷 町 を中心 に分布す る.
そ して,濃 飛流紋岩がその周囲 を取 り囲む ように分布す る.本 花嵩岩類の主体 は斑状 花崩岩,も しく
は花 嵩斑岩であ る.斑 晶 としては,灰 白色の斜 長石類(2～5mm),桃色の カリ長石,透 明 な石英(0.5
～5mm),黒 色鉱物 と しては 自形 の黒雲母(0.5～2mm)や角閃石 である.石 基 は細粒 だが完結 晶質で
ある.斜 長石 の斑晶が 目立 ち,斜 長斑岩 といえる部分 もある.斑 状花嵩岩で は,風 化面では長石類 の
斑 晶が風化 に対 して残 り突出 していた り,逆 に抜 け穴状 になった様相 を示す ことがあ る.ま た,細 粒
な閃緑岩～細粒花歯閃緑岩 とよべ る岩石 もしば しば出現す る.こ の岩石 は全体 的に灰 黒色,よ り細粒
な部分 では黒色 を呈 し,風 化す る と砂 岩 に も見 えるこ ともある.黒 色 鉱物 は角閃石や黒雲母 であ る.
一般 的な花歯岩 と細粒 な花 歯閃緑 岩 タイプ とは漸移 関係 である.新 期花歯岩 と,上 位 の濃飛流紋岩 と
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図3:露 頭写 真
1.千枚岩状の壁開が発達 した頁岩.超丹波帯東俣層(南越前町鋳物師)
2.薄いレンズ状砂岩 を挟む千枚岩質頁岩.超丹波帯東俣層(南越前町鋳物師)
3.枕状構造を示す緑色岩.点線は枕 と枕の境界を示す.(南越前町牧谷)
4.3の一部を拡大したもの.枕状溶岩には杏仁状組織が発達している.(南越前町牧谷)
5.古期花歯岩と白亜紀流紋岩(濃 飛流紋岩類)と の接触関係が見 られる露頭.Gr:古期花尚岩,Ry1:白亜紀流
紋岩の火山礫凝灰岩層,Ry2:白亜紀流紋岩の弱い溶結組織のある火山礫凝灰岩.(越前市村国山)
6.足羽層類似の礫岩層.チ ャー トの角礫や正珪岩の円礫を含み,火山礫凝灰岩(濃飛流紋岩類)に覆われる.(越
前市村国山)
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の境は,荒谷町西の沢で見られる,こ こでは新期花崩岩類の細粒花歯閃緑岩が北側に,そ して珪質の
層状凝灰岩が南側に分布する.残念ながら侵食により露頭が地表部では欠損 しているため両者が直接
接 している様子は確認できなかった.花 嵩岩の貫入により,濃飛流紋岩類(層 状凝灰岩)が珪化 して
いるのではないかと考える.
2.7第 四紀堆積物
本報告 では,第 四紀層の分布範囲は基本 的に福井県(2010)にな らった.そ れ によると調査 範囲内
には,段 丘堆積物,お よび扇状 地 ・崖錐堆積物 と平野堆積物が分布す る.段 丘堆積 物 は,日 野山北側
斜面,越 前町 中平吹町,南 越 前町鋳物 師付近 に分布 している.鋳 物師～牧谷の林道沿いの傾斜 面側 面
では,美 濃帯南条 山地 中生層の砂 岩 ・泥岩 互層 を不規則 に覆 って,崖 錐性の礫 岩が現れてい る.礫 種
はほ とん ど濃飛流紋岩類 で,そ の大 きさは1mに 達する.
3.考 察
今回の調査の主 目的は日野山周辺部の地質の再調査にあるが,調 査結果より以下の二点について考
察 した.
3.1吉 野瀬川断層 の活動域 と活動時期
この断層 は越前市南部の吉野瀬川付 近 を東西 に延 びる地質断層で,秋 生断層の延 長 と推定 されてい
る(塚 野 ・三浦,1954;福井県,1969).秋生断層 は,大 野市油坂 峠付近 か ら西 方へ伊 勢 ・秋生 を経
て巣 原峠南方 に通ず る東西 方向の断層で ある(福 井県,1969).両断層 とも,活 断層 とは認定 されて
いないが,飛 騨 帯 と美濃帯 との境界 に位 置 し,地 質的 に明瞭 に表 れてい る地質断層 で,「内帯 中央構
造線*」 と もよばれる非常 に重要 な構 造線である.
さてこの吉野瀬川断層の西部分 は,越 前 町米 ノ(干 飯崎)北 方(服 部 ・田賀,1996)から越前市入
谷 町 そ して吉野瀬川 をとお り越前市広瀬 町付近 までは追跡で きるが,そ れ よ り東側 は福 武低 地の第
四紀堆積層 に覆 われ,断 層の活動が どこまで影響 しているのか はっ きりしない.そ こで,今 回の調査
結果,と りわけ花嵩岩の分布 に注 目して吉野瀬川 断層 の活動範囲 とその時期 について考察 した.そ の
結果,以 下 に述べ るように,吉 野瀬川断層 は,広 瀬 か ら以東で は 日野川 を越 えて東域 まで影響 を及ぼ
している と結論付 けた.
図2の 地質図では,花 嵩岩類 は,越前市村 国山 と,日野 山の北側 山麓であ る越前市小野谷 町 西谷 町
荒谷 町 萱谷町 にまとまって分布す る.以 下,前者 を 「村 国山花wlCJ岩」,後者 を 「日野 山北側山麓花 崩岩」
と記 す.こ こで問題 になるのは,「日野 山北側 山麓花 嵩岩」 である.こ の花 崩岩体 につい ては,福 井
県(1969)の地質図では,新期花嵩岩,一方鯖江 ・梅浦図幅(1984)および福井県地質図2010年版(福
井県,2010)では,古 期花wlCJ岩として区分 されている.な お,村 国 山花wlCJ岩は,今 回の野外調査 おい
て も古期花 嵩岩の特徴が確 認で き,古 期花 崩岩 と解釈 して矛盾 しない.そ の特徴 とは,① 岩種 は,大
部分が黒雲母角閃石花ICJ岩であ り,一 部に弱 い片麻構造が認め られ る.② 上位 の濃飛流紋岩類 は熱変
質を受 けてい ない(図3-5),である.実 際 前出の3つ の文献 とも古期花wlCJ岩と記載 している.
日野 山北側 山麓花嵩岩 は,村 国山花 崩岩 とは岩相 が全 く異 なる.す なわち,福 井県内 に分布 す る古
期花 歯岩類 に関す る記述では斑状組織 はあ まり報告 されていないが,① この花 歯岩体 の大 部分 は花 嵩
斑岩類で ある,② 上位の濃飛流 紋岩の直下,す なわち流紋岩 と本花嵩岩 との境 界に足 羽層 の礫岩層 を
挟 まない,③ 流紋岩類 との境界付 近幅約 数十mの 範 囲では,凝 灰岩層が珪質 になってい る.花 嵩岩 の
貫入 に よる変質 だ と思われ る.調 査地域 の東部 に分布す る足羽層や超丹波帯,美 濃帯 の地層 に熱変 質
は確認 されなか ったの は,東 部域 までは貫入 の影響 が及 ばなか ったのだろう.実 際,越 前 市鬼ケ岳 の
*「 油坂 一高佐線」(福井県,1969),あるいは 「油坂 一米ノ構造線」 ともよばれている(福 井県,2010).
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濃飛流紋岩 と新期花 崩岩 と接触付 近での影響 は幅約500m弱 で ある(塚 脇,1955;梅田,2014).以
上 の ような理由 によ り,日 野 山北側 山麓花崩岩は,新 期花 崩岩 である と判断 した.
以上述べて きた ように,村 国山には古期花 嵩岩が分布 し,わ ずか700m南 側 には新期花崩岩が分布
す るこ とか ら,吉 野瀬川断層は,こ の両者 間に東西方 向に延 びている と推定で きる.推 定 した断層 に
沿 って,その北側(飛 騨帯)を 東方 向に,南側(超 丹波帯 と美濃帯)を 西 方向に約12km移動 させる と,
日野 山北側 山麓 の新期花嵩岩 は丹生 山地中央 部の新期花 嵩岩一丹生花 嵩岩体(中 島 ら,1990)の南端
に位置 し,そ れ を濃飛流紋岩類 が取 り囲む ような分布 を呈す る.さ らに,断 層の南側 に分布 する越前
市大平 山地 区の晶質石灰 岩 と密接 す る古期花 嵩岩(服 部,2012;「大平 山花嵩岩類」)は,北 側 に分布
す る越前市大虫 ・横根付 近の同様 の地質体 に,位 置的 に接 近する.さ らに,中 新世前期の火山岩類(糸
生層)も 越 前町米 ノや越前市味真野 町付 近で断層 を挟 んで その分布 が切 断 されてい る と見 な される.
以上述べ たよ うに,吉 野瀬川断層 に伴 う影響 は,少 な くとも,越 前市広瀬か ら,低 地 を横切 って越前
市入谷付近 まで及 んでお り,断 層の活動時期 はおそ ら く中新世以 降で ある.そ して,日 野山北側 山麓
花 歯岩が丹生花歯岩体 の一部 であった とす ると,その放射年代値 は丹生花 嵩岩体の値 である69.2±7.9
Ma(中 島 ら,1990)とい う値 が引用 で きる.
3.2超 丹波帯 と美濃帯 との境界の西方延長
超丹 波帯 とは丹波 帯 の北西側 に細長 く分布す る砂 岩 と頁岩 を主体 とした地帯で,放 散 虫化石年代
は二畳 紀後期 を示 す(Caridoitetal.,1985).この帯 は,県 内で は大 島半島の赤礁崎 の北 東側で 日本
海 に入 って しまい延 長部が不 明 となるが,越 前 町高佐(梅 田 ・服 部,1987),越前市妙 法寺(梅 田,
1996),そして 日野 山東方(梅 田 ら,1996)に,この超丹波 帯相当層が見 つか ってい る.今 回の調査
範 囲である 日野 山南斜面(南 越前 町鋳物 師～牧谷)は,越 前市妙法寺 と 日野山東方の化石 産地のち ょ
うど中間に当た る.
ところで,日 野 山南斜 面(南 越 前町鋳物 師～牧谷)に 分布す る堆積岩層 の帰属 について は,福 井県
(1969)の地 質図で は 「未 区分 の砂岩 ・粘板 岩」 として塗色 され,福 井県(2010)の地質 図では 「超
丹波帯」 と区分 され,またNakae(2012)は「超丹波帯東俣 コンプ レックス」 と解釈 した.す なわち,
梅 田 ら(1996)が,日野山東方の珪 質砕屑岩 中か ら放散虫化石 を発見す るよ り以前 は,こ の堆積 岩層
お よび東側 に広 く分布す る東俣 層の地質時代 は不 明で,い ろいろな解釈が なされて きた.し か し,産
出 した放散虫化石 と岩相 の検 討 によ り,日 野 山東方 に分布す る堆積岩層の時代 は後期二畳紀,そ して
その帰属 は超丹波帯 である ことが明 らか になった(梅 田 ら,1996).する と,構 造的下位 に位置す る
美濃帯南条 山地 中生層 との境 界の位 置やその関係 が重要 になるが,牧 谷川付 近 をその境 界 とする こと
が多か った(福 井県,2010).
しか し最近,日 野 山南斜面 の南越前町鋳物 師や牧谷 を中心 に,日 野 山麓 中腹 の標高130m付 近 を水
平 に とおる作業用林道が新た に開設 され,新 鮮 な露頭 が現 れた.野 外調査 の結果,林 道沿い には,レ
ンズ状緑色岩体 を含む砂 岩 ・泥岩層 と,レ ンズ状砂岩層 を含 む千枚 岩質頁岩層が分布 する ことが判 明
した.各 々の岩相の特徴 に基 づ くと,前 者 は美濃帯南条 山地 の春 日野相 に,後 者 は超丹 波帯 東俣 層に
相 当す る.と なれ ば,従 来牧谷川 に当たるだろ うと推測 されてい た超丹波帯 と美濃帯の境 界は,地 質
図(図2)に 示 した ように,実 は南越前町牧谷集落か ら牧谷川 を北側 に超 えて,日 野 山南側 山麓 まで
追跡 で きるこ とになる.た だ し,野 外 においてその境界部 を確認で きる露頭 は特定で きなかった.な
お,そ の西方延長部は濃飛流紋岩や平野堆積 物 によ り追跡不可能 となる.
4.ま と め
今回の調査により,以下のことが明 らかになった.
1美 濃帯南条山地の中生代堆積岩層は,南越前町牧谷川の右岸側(北 側)に も分布する.従 って,
美濃帯 と超丹波帯 との境界は,南越前町上牧谷集落付近から,牧谷川を北側に越え,北西方向に追
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跡できる.
2越 前市村国山の中腹において,濃飛流紋岩直下に足羽層類似の礫岩層が分布することが確認された.
3村 国山には古期花嵩岩が,そ の南側の日野山北側山麓には新期花嵩岩が分布する.
4吉 野瀬川断層は,少 なくとも新期花嵩岩貫入後,お そらく糸生層形成以降,す なわち中新世前期
以降に,日野川以東域でも活動 した可能性がある.
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